
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TAKEFU  SSH  NEWS 
『２年探究文科・理科 課題研究中間発表』 

福井県立武生高等学校 SSH研究推進部  2022.7.20  NO.9 

７月１４日（木）５・６限目に２年探究文科・理科が課題研究中間発表を行いました。この時間では、各グループが５

月に設定した「問い」に対する研究成果をそれぞれ発表しました。外部講師として、福井大学の淺原先生と遠藤先生をお

招きし、それぞれ理科と文科の発表にご助言いただきました。２か月間の研究の成果や思考の流れを分かりやすく伝える

ため、グループ独自の工夫が見られました。仮説の重要性や実験の手順について、専門的な意見をいただくことができ、

大変貴重な機会となりました。今回の発表で得られた経験を活かし、来年２月の最終発表会に向けて、今後も継続的に研

究に取り組んでいきます。 

  

 

生徒感想１ 中間発表に向けて、グループで何度も練習をし、その都度スライドや原稿を修正しました。「仮説は立て

ているのか」という質問に盲点を突かれて、とても焦りました。今後は、研究をする前に仮説を立てて、その仮説を

立てた理由についても、しっかり答えられるようにしたいです。 

生徒感想２ 先生からのアドバイスを参考にしながら話し合い、スライドや原稿を修正しました。また、発表の時間を

測りながら、通しで 3回くらい本番のように練習しました。さらに、質疑応答で聞かれそうな質問を 8個くらい考え

ておきました。発表に向けて万全な状態でした。しかし、当日の発表を通して、テーマと内容がかみ合っていないこ

とに初めて気づかされました。次からは「テーマや問いに合うような実験を考える、もしくは実験に合うようなテー

マや問いを考える」ことにも気をつけながら、発表を考えていかなければなりません。今回の発表で大学の先生に指

摘されたことも参考にしながら、これからの課題研究を進めていこうと思いました。 


